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保護対象サイトとリカバリ サイトのリソースの設定

ネットワーク マッピングの設定

保護されたサイトの各リソースをリカバリ サイトの適切なリソースにマッピングできる
ようにするには、両方のサイトで VM ネットワーク、ESXi ホスト、フォルダーなどのリ
ソース マッピングを構成する必要があります。

次のリソース構成を完了する必要があります。

• ネットワーク マッピング

• フォルダ マッピング

• リソース マッピング

• プレースホルダ データストア

開始する前に

保護されたサイトと回復サイトを接続する必要があります。

手順

1. vCenter Server にログインし、Site Recovery > Sites を選択します。

2. 保護されたサイトを選択し、[管理] を選択します。

3. 新しいネットワーク マッピングを作成するには、管理タブで [ネットワーク マッピング] > [新規] を選択し
ます。

4. ネットワーク マッピングの作成ウィザードで、次の操作を行います。

a. *一致する名前を持つネットワークのマッピングを自動的に準備する*を選択し、*次へ*を選択します。

b. 保護サイトとリカバリ サイトに必要なデータ センター オブジェクトを選択し、[マッピングの追加] を
選択します。

c. マッピングが正常に作成されたら、[次へ] を選択します。

d. 先ほど逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、[完了] を選択します。

結果

[Network Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリ サイトのリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても同じ手順を実行します。

フォルダ マッピングの設定

保護されたサイトと回復サイト間の通信を可能にするには、それらの間でフォルダーを
マップする必要があります。

開始する前に

保護されたサイトと回復サイトを接続する必要があります。
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手順

1. vCenter Server にログインし、Site Recovery > Sites を選択します。

2. 保護されたサイトを選択し、[管理] を選択します。

3. 新しいフォルダー マッピングを作成するには、[管理] タブで [フォルダー マッピング] > [フォルダー] アイ
コンを選択します。

4. Create Folder Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. *名前が一致するフォルダーのマッピングを自動的に準備する*を選択し、*次へ*を選択します。

b. 保護サイトとリカバリ サイトに必要なデータ センター オブジェクトを選択し、[マッピングの追加] を
選択します。

c. マッピングが正常に作成されたら、[次へ] を選択します。

d. 先ほど逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、[完了] を選択します。

結果

[Folder Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリ サイトのリソースが表示されます。環境
内の他のネットワークについても同じ手順を実行します。

リソース マッピングの設定

仮想マシンがいずれかのホスト グループにフェールオーバーするように構成されるよう
に、保護サイトとリカバリ サイトでリソースをマップする必要があります。

開始する前に

保護されたサイトと回復サイトを接続する必要があります。

VMware Live Site Recovery では、リソースはリソース プール、ESXi ホスト、または vSphere

クラスターになります。

手順

1. vCenter Server にログインし、Site Recovery > Sites を選択します。

2. 保護されたサイトを選択し、[管理] を選択します。

3. 新しいリソース マッピングを作成するには、管理タブで リソース マッピング > 新規 を選択します。

4. Create Resource Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. *一致する名前を持つリソースのマッピングを自動的に準備する*を選択し、*次へ*を選択します。

b. 保護サイトとリカバリ サイトに必要なデータ センター オブジェクトを選択し、[マッピングの追加] を
選択します。

c. マッピングが正常に作成されたら、[次へ] を選択します。

d. 先ほど逆マッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、[完了] を選択します。

結果

[Resource Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリ サイトのリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても同じ手順を実行します。
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プレースホルダ データストアの設定

保護対象の仮想マシン（VM）用の場所をリカバリサイトのvCenterインベントリに確保
するために、プレースホルダデータストアを設定する必要があります。プレースホル
ダVMは数百キロバイト以下しか使用しないため、プレースホルダデータストアはそれほ
ど大きくする必要はありません。

開始する前に

• 保護されたサイトと回復サイトを接続する必要があります。

• リソース マッピングを構成する必要があります。

手順

1. vCenter Server にログインし、Site Recovery > Sites を選択します。

2. 保護されたサイトを選択し、[管理] を選択します。

3. 管理タブで プレースホルダー データストア > 新規 を選択して、新しいプレースホルダー データストアを
作成します。

4. 適切なデータストアを選択し、「OK」を選択します。

プレースホルダ データストアはローカルまたはリモートに作成し、レプリケートはしない
でください。

5. 手順 3 ～ 5 を繰り返して、リカバリ サイトのプレースホルダー データストアを構成します。

アレイ マネージャを使用したSRAの設定

VMware Live Site Recovery のアレイ マネージャ ウィザードを使用してストレージ レプ
リケーション アダプタ (SRA) を構成し、VMware Live Site Recovery とストレージ仮想
マシン (SVM) 間の対話を有効にすることができます。

開始する前に

• VMware Live Site Recovery で保護サイトとリカバリ サイトをペアリングしておく必要があります。

• アレイ マネージャーを構成する前に、オンボード ストレージを構成しておく必要があります。

• 保護されたサイトとリカバリ サイト間のSnapMirror関係を構成して複製しておく必要があります。

• マルチテナントを有効にするには、SVM 管理 LIF を有効にする必要があります。

SRAでは、クラスタレベルの管理とSVMレベルの管理がサポートされます。クラスター レベルでストレージ
を追加すると、クラスター内のすべての SVM を検出して操作を実行できます。SVMレベルでストレージを追
加する場合は、特定のSVMだけを管理できます。

手順

1. VMware Live Site Recovery で、アレイ マネージャ > アレイ マネージャの追加 を選択します。

2. VMware Live Site Recovery でアレイを説明するには、次の情報を入力します。

a. 表示名 フィールドにアレイ マネージャーを識別するための名前を入力します。
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b. SRA タイプ フィールドで、* NetApp Storage Replication Adapter for ONTAP* を選択します。

c. クラスタまたはSVMへの接続情報を入力します。

▪ クラスタに接続する場合は、クラスタ管理LIFを入力する必要があります。

▪ SVM に直接接続する場合は、SVM 管理 LIF の IP アドレスを入力する必要があります。

アレイ マネージャを構成するときは、 ONTAP tools for VMware vSphereでストレ
ージ システムをオンボードするために使用したのと同じ接続 (IP アドレス) をスト
レージ システムに使用する必要があります。たとえば、アレイ マネージャ構成が
SVM 範囲である場合、 ONTAP tools for VMware vSphereの下のストレージを SVM

レベルで追加する必要があります。

d. クラスターに接続する場合は、SVM 名 フィールドに SVM 名を指定するか、クラスター内のすべての
SVM を管理するには空白のままにします。

e. ボリューム包含リスト フィールドに検出するボリュームを入力します。

保護対象サイト側のソース ボリューム、およびリカバリ サイト側のレプリケートされたデスティネー
ション ボリュームを入力できます。

たとえば、ボリューム dst_vol1 とSnapMirror関係にあるボリューム src_vol1 を検出する場合は、保護
サイト フィールドに src_vol1 を指定し、リカバリ サイト フィールドに dst_vol1 を指定する必要があ
ります。

f. (オプション)「ボリューム除外リスト」フィールドに、検出から除外するボリュームを入力します。

保護対象サイト側のソース ボリューム、およびリカバリ サイト側のレプリケートされたデスティネー
ション ボリュームを入力できます。

たとえば、ボリューム dst_vol1 とSnapMirror関係にあるボリューム src_vol1 を除外する場合は、保護サ
イト フィールドに src_vol1 を指定し、リカバリ サイト フィールドに dst_vol1 を指定する必要がありま
す。

3. *次へ*を選択します。

4. アレイが検出され、「アレイ マネージャーの追加」ウィンドウの下部に表示されていることを確認し、「
完了」を選択します。

該当するSVMの管理IPアドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリ サイトでも同じ手順を実行しま
す。Add Array Managerウィザードの[Enable Array Pairs]画面で、正しいアレイ ペアが選択されていて、有効
化できる状態になっていることを確認します。
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